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＜ポイント＞ 

○ 中国運輸局管内（以下、「管内」という。）では、令和３年度の鉄軌道における運転事故は２

０件発生し、対前年度６件減でした。また、同事故による死亡者数は６人で、対前年度６人

減でした。 

○令和３年度の輸送障害（列車の運休、旅客列車の３０分以上の遅延等）の件数は、６８７件

で、対前年度１４０件増でした。 

 

はじめに 

 「鉄軌道輸送の安全に関わる情報」は、平成１８年１０月１日に施行された「運輸の安全性

の向上のための鉄道事業法等の一部を改正する法律」（平成１８年法律第１９号）により新

たに加えられた鉄道事業法第１９条の３（軌道法第２６条において準用する場合を含む。）

の規定に基づき、国土交通省が毎年度整理して公表しているものです。 

この情報の公表により、鉄軌道事業者の安全の確保に対する意識が高まるとともに、鉄軌

道の利用者や沿線住民等の安全利用等に関する理解が促進されることを期待しています。 

 
Ⅰ 鉄軌道編 
 
１．鉄軌道輸送の安全に関わる中国運輸局の取組み 

  わが国では、交通安全に関する施策の大綱として「交通安全基本計画」（注１）を定め、その

中で鉄道交通の安全に関する「乗客の死者数ゼロ及び運転事故全体の死者数減少、踏切事故件

数の約１割削減」を数値目標として、安全対策を推進しています。 

管内の鉄軌道における運転事故（注 2）は、平成１８年度以降減少傾向にあり、平成２４年度

以降は５０件を下回る件数で推移しています。 

（注１）中央交通安全対策会議「第１１次交通安全基本計画」（令和３年度～令和７年度の５箇年計画）詳細につい

ては、https://www8.cao.go.jp/koutu/taisaku/index-w.html をご覧ください。 

（注２）「運転事故」とは、列車衝突事故、列車脱線事故、列車火災事故、踏切障害事故、道路障害事故、鉄道人身

障害事故及び鉄道物損事故をいいます。（詳細については、「鉄道事故等報告規則」及び「軌道事故等報告

規則」をご覧ください。） 
 
令和３年度の輸送の安全に関わる主な取組みは、次のとおりです。 

（１）踏切事故防止対策 

中国運輸局では、平成２年度以降、鉄道事業者等関係者と協同して「踏切事故防止キャンペ

ーン（１１月１日～１０日）」を展開しています。 

主な取組みは、以下のとおりです。 

①管内の幼稚園・保育園に出向き、園児を対象とした踏切事故防止の紙芝居等による勉強会

を実施 

②踏切道において通行者等へのリーフレットの配布及び高齢者向けの踏切事故防止のチラシ

を配布して、踏切事故防止の呼びかけを実施 

③近年における踏切事故の傾向を踏まえ、高齢者に対する講習会を実施 

（２）事故防止会議等の取り組み 

令和３年１０月、管内鉄軌道事業者の安全管理部門責任者による「鉄軌道保安連絡会議」を
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開催し、鉄軌道事業者各社の安全に関する取組み（リスクアセスメント等）について情報交換

しました。 

２．運転事故に関する事項 

（１）鉄軌道における運転事故の発生状況 

○運転事故件数及び死傷者数の推移 

令和３年度に発生した運転事故は２０件で、対前年度６件減でした。 

また、令和３年度の運転事故による死亡者数は６人で、対前年度６人減でした。 

 死傷者数については、平成１８年度はＪＲ西日本津山線における列車脱線事故、また平成２

６年度はＪＲ西日本山陽線における踏切事故の発生に伴い多数の負傷者が生じたため、多くな

っています。 

 なお、令和３年度の運転事故のうち、運輸安全委員会の調査対象となった運転事故（注３）は、

１件（ＪＲ貨物山陽線における列車脱線事故）でした。 

（注３） 

「運輸安全委員会が調査対象とする運転事故」とは、鉄道における列車衝突事故、列車脱線事故及び列車火災

事故、その他の運転事故であって、乗客、乗務員等に死亡者を生じたもの、踏切遮断機が設置されていない踏切

道において発生したもので死亡者を生じたもの等です。（詳細については、運輸安全委員会ホームページ

https://www.mlit.go.jp/jtsb/index.html をご覧ください。） 
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【図２】各県における運転事故の件数及び死傷者数の推移 
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○運転事故件数の推移（ＪＲ・民鉄・軌道別） 

令和３年度に発生した運転事故の事業別の件数は、ＪＲは１２件（６０．０％）で対前年度

１１件減、民鉄は３件（１５．０％）で対前年度２件増、軌道は５件（２５．０％）で対前年

度３件増でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

62

52

72

44

78

60

56 56

43

47

37

43

32 31

38

21

28
26

23

12

4

8
6

9

1

8 9
6 5

3
5

1

3
2 2 2 1

4
1

3

12

8 9
12

11
12

8

13

6 5 7
4

5

1
1 1

4
6

2
5

78

68

87

65

90

80

73
75

54 55

49 48

40

34

41

24

33
36

26

20

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

H14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 R1 R2 R3

（件）

（年度）

【図３】鉄軌道運転事故件数の推移（ＪＲ・民鉄・軌道別）

ＪＲ 民鉄

軌道 合計



〔中国運輸局管内版〕 

 ６

○運転事故の種類別・原因別件数 

令和３年度に発生した運転事故の内訳は、線路内立入り等による人身障害事故が７件（３５．

０％）、踏切道での自動車の停滞等による踏切事故（注４）が７件（３５．０％）、道路障害事故

が４件（２０．０％）となっています。 

また、人身障害事故７件のうち６件が線路内立入りで人身障害事故原因の８５．７％を占め

ているほか、踏切事故７件のうち４件が自動車等の停滞で踏切事故原因の５７．１％を占めて

います。 

 

（注４） 

踏切道における列車と自動車の衝突であっても、それが列車衝突事故、列車脱線事故又は列車火災事故に至っ

た運転事故は、踏切障害事故ではなく列車衝突事故等に分類されます。「踏切事故」は、このような踏切障害に

伴う列車衝突事故等及び踏切障害事故の総称です。 
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○運転事故による死傷者数の推移（ＪＲ・民鉄・軌道別） 

   令和３年度に発生した運転事故による死傷者数は１６人で、対前年度６人減でした。 

また、その事業別の人数は、ＪＲは１１人（６８．８％）で対前年度７人減、民鉄は１人（６．

２％）で対前年度同数、軌道は４人（２５．０％）で対前年度１人増でした。 
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○運転事故の種類別・原因別死傷者数 

令和３年度の運転事故による死傷者の内訳は、人身障害事故によるものは７人（４３．８％）、

踏切事故によるものは５人（３１．３％）、道路障害事故によるものは３人（１８．８％）と

なっています。 
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（２）踏切事故の発生状況 

○踏切事故件数及び死傷者数の推移 

令和３年度に発生した踏切事故は運転事故全体の３５．０％に当たる７件で、対前年度５件

減でした。 

また、令和３年度の踏切事故による死亡者数は２人で、対前年度３人減でした。 

 なお、平成２６年度の死傷者数は、ＪＲ西日本山陽線における踏切事故の発生に伴い多数の

負傷者が生じたため、多くなっています。 
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【図８】各県における踏切事故の件数及び死傷者数の推移 
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○踏切種別別・衝撃物別・関係者年齢別の踏切事故件数等 

令和３年度に発生した踏切事故のうち、踏切種別別の件数は、第１種踏切道６件（８５．７％）、

第４種踏切道１件（１４．３％）となっています。なお、第３種踏切道での発生はありません

でした。 

また、衝撃物別の件数は、自動車２件（２８．６％）、歩行者２件（２８．６％）、自転車な

どの軽車両２件（２８．６％）、原動機付自転車１件（１４．３％）となっています。 

踏切事故にかかわった人の年齢構成別の人数は、６５歳以上２人（２８．６％）、４５～６４

歳３人（４２．９％）、２０～４４歳１人（１４．３％）、２０歳未満は１人（１４．３％）と

なっており、高齢者の割合が高くなっています。 

【図９】踏切種別別・衝撃物別・関係者年齢別の踏切事故件数等（令和３年度） 
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（３）人身障害事故の発生状況 

令和３年度に発生した人身障害事故は運転事故全体の３５．０％に当たる７件で、対前年度

６件減でした。 

また、令和３年度の人身障害事故による死亡者数は４人で、対前年度３人減でした。 

発生場所別では、駅ホーム上で列車に接触１件（負傷者１名）、線路内立入り６件（負傷者

２名、死亡者４名）でした。 
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【図１１】各県における人身障害事故の件数及び死傷者数の推移 
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（４）インシデントの発生状況 

令和３年度に発生したインシデントは１件で、前年度と同数でした。その内訳は信号冒進でし

た。 

　　　　　　　　　年度
　事例種別

H24 25 26 27 28 29 30 R1 R2 R3

閉そく違反

信号違反等

信号冒進 1

本線逸走

工事違反

車両脱線

施設障害 1 3 2 2

車両障害 3 1 1

危険物漏えい

その他（注４） 3 2 1

計 4 6 5 1 0 0 0 2 1 1

【図１２】インシデントの報告件数の推移

（注４）事案の内訳 

    H25 通告漏れ・誤通告・通告誤解除 

    H26 通告漏れ・無遮断 

    H27 通告漏れ 
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（５）輸送障害の発生状況 

   令和３年度に発生した輸送障害は６８７件で、対前年度１４０件増でした。 

その内訳は、鉄軌道係員の取扱い誤りや車両・施設の故障等を合わせた輸送障害（部内原因）

は１１９件（１７．３％）で、対前年度１１件増でした。 

公衆の線路内立入りや動物との衝撃等による輸送障害（鉄軌道外原因）は４１２件（６０．

０％）で、対前年度８６件増でした。そのうち、遮断桿の折損等による踏切道のものが４３件

で同２２件増、動物によるものが１８２件で同５１件増でした。 

風水害、雪害、地震等による輸送障害（自然災害原因）は１５６件（２２．７％）で、対前

年度４３件増でした。そのうち、風水害によるものは７７件で同２５件増、倒木によるものは

３７件で同１９件増でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 11 15 12 21 22 13 20 24 23 22 37
11 18

21 22 18 35 25 33

110 117 125 143 145
114 112 87

104 116 119 96

91 67 55 59 73
74 83 86

79
80

106

159
111

108 128 151

229 185

241
223

228
226

273
299

229

349
326

412

77
92

245

178
219

181 184
125

149
163

177

141

113
126

148

164

151

133

113

156

(272)
(300)

(491) (492) (496)

(425) (437)

(383)

(506)
(487)

(559)

(497)

(443)
(437)

(497)

(544)

(471)

(591)

(547)

(687)

0

100

200

300

400

500

600

700

800

H14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 R1 R2 R3

（件）

（年度）

【図１３】輸送障害件数の推移

自然災害 鉄軌道外

車両・施設 鉄軌道係員

（合 計）

鉄軌道係員 ：鉄軌道係員によるもの        車両・施設 ：車両または施設によるもの 

部内原因 ：鉄軌道係員と車両・施設を合わせたもの 

鉄軌道外   ：線路内立入、動物との衝突、妨害、踏切、自殺等によるもの（鉄軌道係員、車両・施設、及び自然災害以外のもの） 

自然災害   ：水風雪雷害、地震災害等の自然災害によるもの 
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３．輸送の安全に関わる行政指導等に関する事項 

  令和３年度における輸送の安全に関わる行政指導等を次のとおり行いました。 

保安監査において３事業者に対し、文書による行政指導を行いました。主な行政指導は、施

設の保守管理に関するものでした。 

 
４．輸送の安全に関わる設備投資等に関する事項（ＪＲ西日本、ＪＲ貨物を除く） 

  鉄軌道事業においては、輸送の安全の確保に加え、サービスの向上のため設備の保守、更新

などを行う必要があります。 
鉄道事業等報告規則に基づき提出される事業報告書を参考に、令和３年度に管内の鉄軌道事

業者が行った設備投資などを集計したところ、事業者全体で安全関連設備投資は約７８億円で、

鉄軌道事業営業収入（約１２２億円）に対する比率は約６４％を占めています。 

安全関連設備投資の主なものは、まくら木・レールの更換等の軌道強化、踏切保安設備の整

備、列車無線装置の更新、電車線路設備の整備等となっています。 

 

【表１】安全関連設備投資・修繕費の状況（令和３年度）     （千円） 

 

鉄道事業 

設備投資 

①  

安全関連 

設備投資 

②  

施設・車両 

の修繕費 

③  

鉄道事業 

営業収入 

④  

鉄道事業 

固定資産 

⑤  

安全投資 

比率 

②/④ 

修繕費 

比率 

③/⑤ 

投資額・ 

修繕費 

（事業者計） 

7,940,182 7,819,319 2,176,632 12,200,094 55,947,152 64.0% 3.8% 
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５．輸送の安全に関わる施設等に関する事項 

 令和３年度末現在における管内の踏切道数は３，５１７箇所で、前年度より５箇所減少しまし

た。 

踏切種別ごとの踏切道数は、遮断機や警報機が設置されている第１種踏切道は３，０３７箇所

で前年度より８箇所増加しており、全体の８６．４％となっています。また、警報機のみが設置

されている第３種踏切道は７３箇所で全体の２．１％、警報装置も遮断機もない第４種踏切道は

４０７箇所で全体の１１．６％となっています。 
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【図１４】踏切道数と踏切事故件数の推移
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Ⅱ 索道編 
 
１．索道運転事故及びインシデントの発生状況 
（１）索道運転事故発生件数の推移 

 令和３年度に発生した索道運転事故の件数は１件でした。この人身傷害事故は、搬器から降

車する際、乗客がうまく降車することが出来ずバランスを崩し、標識固定ブロックに接触したも

のでした。 

　　　　　　　　　年度
　事故種別

H24 25 26 27 28 29 30 R1 R2 R3

索条切断事故

搬器落下事故

搬器衝突事故 1

搬器火災事故

人身傷害事故 3 1 3 1 1 1

計 3 1 3 1 0 0 1 1 0 1

【図１５】索道運転事故発生件数の推移

 

（２）索道運転事故に伴う死傷者数の推移 

H24 25 26 27 28 29 30 R1 R2 R3

死者数

負傷者数 3 1 3 1 1 1

【図１６】索道運転事故に伴う死傷者数の推移
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（３）インシデント発生件数の推移 

  令和３年度にインシデントはありませんでした。 

　　　　　　　　　年度
　事故種別

H24 25 26 27 28 29 30 R1 R2 R3

索条損傷

索条張力異常

脱索

握放索不完全

施設障害

搬器故障

搬器逆走

その他（注５） 1

計 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

【図１７】インシデント発生件数の推移

（注５）搬器扉の閉扉不十分 

 

２．輸送の安全に関わる行政指導等に関する事項 

  令和３年度における輸送の安全に関わる行政指導等を次のとおり行いました。 

保安監査において１事業者に対し、文書による行政指導を行いました。主な行政指導は、施

設の保守管理に関するものでした。 
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用語の説明（鉄軌道） 

 

用 語 説   明 

運 転 事 故 列車事故、踏切障害事故、道路障害事故、人身障害事故及び鉄道物損事故。 

列 車 事 故 列車衝突事故、列車脱線事故及び列車火災事故。 

踏 切 事 故 踏切障害に伴う列車事故及び踏切障害事故。 

列車衝突事故 列車が他の列車又は車両と衝突し、又は接触した事故（軌道事業において

は、本線路を運転する車両が他の車両と衝突し、又は接触した事故）。 

列車脱線事故 列車（軌道事業においては、本線路を運転する車両）が脱線した事故。 

列車火災事故 列車（軌道事業においては、本線路を運転する車両）に火災が生じた事故。 

踏切障害事故 踏切道において、列車又は車両が道路を通行する人又は車両等と衝突し、又

は接触した事故。 

道路障害事故 踏切道以外の道路において、列車又は車両が道路を通行する人又は車両等と

衝突し、又は接触した事故。 

人身障害事故 列車又は車両の運転により人の死傷を生じた事故。（列車事故、踏切障害事

故及び道路障害事故に伴うものを除く。） 

鉄道物損事故 列車又は車両の運転により５００万円以上の物損を生じた事故。（列車事

故、踏切障害事故、道路障害事故及び人身障害事故に伴うものを除く。） 

輸 送 障 害 輸送に障害を生じた事態（列車（軌道事業においては、本線路を運転する車

両）の運転を休止したもの（工事、保守等により計画的に運休する場合であ

って、事前に利用者に周知されたものなどを除く。）又は旅客列車（軌道事

業においては、旅客車両）にあっては３０分（旅客列車（旅客車両）以外に

あっては１時間）以上、遅延を生じたもの）であって、運転事故以外のも

の。 

インシデント 鉄道運転事故が発生するおそれがあると認められる事態。（例えば、踏切の

遮断機が作動しない、列車走行中に客室の乗降用扉が開くなどの事態。いわ

ゆるヒヤリ・ハットのような軽微なものは含まない。） 

閉そく違反 インシデントの分類のひとつ。閉そく（軌道においては保安方式）の取扱い

を完了しないうちに、当該閉そく区間（軌道においては保安区間）を運転す

る目的で列車が走行した事態。 

信 号 違 反 インシデントの分類のひとつ。列車の進路に支障があるにもかかわらず、当

該列車に進行を指示する信号が現示された事態又は列車に進行を指示する信

号を現示中に当該列車の進路が支障された事態。 

信 号 冒 進 インシデントの分類のひとつ。列車（軌道においては、本線路を運転する事

項）が停止信号を冒進し、当該列車（車両）が本線における他の列車又は車

両の進路を支障した事態。 

本 線 逸 走 インシデントの分類のひとつ。列車又は車両が本線を逸走した事態。 

工 事 違 反 インシデントの分類のひとつ。列車の運転を停止して行うべき工事又は保守

の作業中に、列車が当該作業をしている区間を走行した事態。 
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用 語 説   明 

車 両 脱 線 インシデントの分類のひとつ。鉄道事業における車両が脱線した事態であっ

て次に掲げるもの。 

イ 本線において車両が脱線したもの 

ロ 側線において車両が脱線し、本線を支障したもの 

ハ 側線において車両が脱線したものであって、側線に特有の設備又は取扱

い以外に原因があると認められるもの 

施 設 障 害 インシデントの分類のひとつ。鉄道線路、運転保安設備等に列車の運転の安

全に支障を及ぼす故障、損傷、破壊等が生じた事態。 

車 両 障 害 インシデントの分類のひとつ。車両の走行装置、ブレーキ装置、電気装置、

連結装置、運転保安設備等に列車（軌道事業においては、本線路を運転する

車両）の運転の安全に支障を及ぼす故障、損傷、破壊等が生じた事態。 

危険物漏えい インシデントの分類のひとつ。列車又は車両から危険品、火薬類等が著しく

漏えいした事態。 

保 安 監 査 鉄道事業等監査規則に基づき、輸送の安全を確保するための取組が適切であ

るかどうか、施設及び車両の管理及び保守並びに運転取扱いが適切であるか

どうか等について行う監査。 

第１種踏切道 自動踏切遮断機を設置するか又は踏切保安係を配置して、踏切道を通過する

すべての列車又は車両に対し、遮断機を閉じ道路を遮断する踏切道。（始発

の列車（軌道事業においては、車両）から終発の列車（軌道事業において

は、車両）までの時間内に踏切道を通過する車両に対し、遮断機を閉じ道路

を遮断する踏切道を含む。） 

第２種踏切道 踏切保安係を配置して、踏切道を通過する一定時間内における列車又は車両

に対し、遮断機を閉じ道路を遮断する踏切道（現在設置されているものはな

い。） 

第３種踏切道 踏切警報機は設置されているが、遮断機が設置されていない踏切道 

第４種踏切道 踏切警報機も遮断機も設置されていない踏切道 

注） 詳細については、事故種類等に関しては「鉄道事故等報告規則」、「軌道事故等報告規則」

を、踏切道の種別に関しては「鉄道事業等報告規則」（第９号表の備考）を、それぞれ御覧くだ

さい。 
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 ２２

用語の説明（索道） 

 

用 語 説   明 

索道運転事故 索条切断事故、搬器落下事故、搬器衝突事故、搬器火災事故及び人身傷害事

故。 

索条切断事故 索条が切れた事故。 

搬器落下事故 搬器が落下した事故。 

搬器衝突事故 搬器が他の搬器又は工作物と衝突し、又は接触した事故。 

搬器火災事故 搬器に火災が生じた事故。 

人身傷害事故 搬器の運転により人の死傷を生じた事故（索条切断事故、搬器落下事故、搬

器衝突事故、搬器火災事故に伴うものを除く）。 

インシデント 索道運転事故が発生するおそれがあると認められる事態。 

索 条 損 傷 インシデントの分類のひとつ。索条に重大な損傷が生じた事態。 

索条張力異常 インシデントの分類のひとつ。索条の張力が異常に増大又は低下した事態。 

脱 索 インシデントの分類のひとつ。索条が受索装置、滑車等から外れた事態。 

握放索不完全 インシデントの分類のひとつ。握索又は放索が不完全になった事態。 

施 設 障 害 インシデントの分類のひとつ。支柱、制動装置、保安装置等に搬器の運転の安

全に支障を及ぼす故障、損傷、破壊等が生じた事態。 
搬 器 故 障 インシデントの分類のひとつ。搬器の懸垂部若しくは走行部、握索装置又は接

続装置に搬器の運転の安全に支障を及ぼす故障、損傷、破壊等が生じた事態。 
搬 器 逆 走 インシデントの分類のひとつ。搬器が逆走した事態。 

注） 詳細については、事故種類等に関しては「鉄道事故等報告規則」を、御覧ください。 


